
か
せ
ま
せ
ん
。
家
庭
の
経
済
力
に

左
右
さ
れ
ず
に
子
ど
も
た
ち
が
夢

と
希
望
を
持
っ
て
ス
タ
ー
ト
で
き

る
よ
う
に
す
る
べ
き
で
す
。

　
中
嶋
町
長
も
２
年
前
の
課
税
情

報
で
の
判
定
と
な
る
た
め
問
題
も

あ
る
が
、
で
き
る
方
向
で
考
え
て

も
ら
え
れ
ば
で
き
る
、
ま
た
、
町

長
会
で
議
題
と
し
ま
す
と
答
弁
さ

れ
ま
し
た
。
前
倒
し
支
給
を
実
現

し
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
29
年
度（
平

成
30
年
３
月
）か
ら

実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

す
で
に
決
定

教
育

児玉 求  議員

　
福
岡
市
に
続
き
、
北
九
州
市
で

も
２
０
１
７
年
度
か
ら
就
学
援
助

新
入
学
用
品
費
を
３
月
に
支
給
す

る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
６
月
定
例
会
で
安
河
内
教
育

長
は
、
対
象
者
は
課
税
所
得

２
５
０
万
円
以
下
、
小
・
中
学
生

４
４
５
人
と
答
弁
さ
れ
、
子
ど
も

の
貧
困
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切

る
た
め
に
教
育
水
準
の
向
上
は
欠

問

4

答
中
嶋
町
長

一/般/質/問

町 政 を 問 う ！

就
学
援
助
制
度
の
入
学
準
備
金
の
３
月
支
給
を

入
学
準
備
金
の
３
月
支
給
に
あ
た
っ
て

現
在
は
８
月
に
支
給

　
現
在
、
就
学
援
助
費
の
支
給

は
、
８
月
・
12
月
・
３
月
の
年

３
回
と
し
て
お
り
、
入
学
に
関

す
る
費
用
の
援
助
費
（
入
学
準

備
金
）
は
８
月
に
支
給
し
て
い

ま
す
。

　
８
月
か
ら
支
給
を
始
め
て
い

る
の
は
、
最
新
（
前
年
）
の
税

情
報
に
よ
り
、
受
給
資
格
の
確

認
を
行
う
た
め
で
す
。

29
年
度
か
ら
時
期
を
前
倒
し

　
入
学
時
の
費
用
負
担
を
減
ら

す
た
め
、
平
成
29
年
度
か
ら
、

入
学
準
備
金
に
つ
い
て
は
、
時

期
を
早
め
、
入
学
前
（
３
月
）

に
支
給
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま

し
た
。

　
前
年
の
税
情
報
が
確
定
し
て

い
な
い
時
期
で
あ
る
た
め
、前
々

年
の
税
情
報
に
よ
っ
て
受
給
資

格
を
判
定
し
ま
す
。

　
な
お
、
入
学
準
備
金
以
外
の

援
助
費
に
つ
い
て
は
、
税
情
報

確
定
後
に
判
定
す
る
た
め
、
そ

の
年
度
の
受
給
資
格
に
該
当
し

な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

予
算
確
保
な
ど
進
む
準
備

　
今
後
、
規
則
の
見
直
し
、
申

請
手
続
き
等
の
整
備
、
予
算
の

確
保
な
ど
準
備
を
進
め
、
平
成

29
年
度
（
平
成
30
年
３
月
）
か

ら
実
施
す
る
計
画
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
　
子
ど
も
教
育
課
　
☎
９
３
２・１
４
５
９
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Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
し
、
大
き
な
予
算
が
計

上
さ
れ
て
い
る
た
め
、
次
の
５
項
目
に

つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

❶
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
と
は

　
コ
ス
ト
削
減
、
管
理・運
用
業
務
軽
減
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
、
災
害
対
策
強
化

の
理
由
か
ら
、
情
報
を
管
理
す
る
複
数

の
サ
ー
バ
ー
を
複
数
の
自
治
体
が
外
部

の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
で
管
理
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
等
を
用
い
て
利
用
す

る
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
他
町
の
デ
ー

タ
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

❷
糟
屋
南
部
３
町
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド

　
平
成
18
年
の
６
町
合
併
協
議
時
に
、

電
算
部
会
で
検
討
さ
れ
て
い
た
シ
ス
テ

ム
の
共
同
利
用
化
が
残
り
、
平
成
22
年

に
３
町
で
ク
ラ
ウ
ド
化
し
、
実
施
に
至

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
27
年
に
再

構
築
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

❸
須
恵
町
で
稼
働
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム

　
現
在
は
住
民
記
録
を
は
じ
め
、
税・
保

険・
教
育・
水
道
等
す
べ
て
の
課
の
32
業

務
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

❹
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
伴
う

　セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
靭
化

　
次
の
項
目
に
国
庫
補
助
金
お
よ
び
特

別
交
付
税
措
置
が
あ
り
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
離・
ウ
イ
ル
ス
検
知
ソ

フ
ト
の
強
化・
Ｕ
Ｓ
Ｂ
等
に
よ
る
デ
ー
タ

の
持
ち
出
し
管
理・二
要
素
認
証

❺
今
後
の
予
定

● 

フ
リ
ー
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
ス
ポ
ッ
ト
の
設
置

↓
役
場
庁
舎・
ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル・
図

書
館・オ
イ
コ
ス
等

●
地
図
情
報（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）の
外
部
発
信

　 

↓
町
所
有
の
地
図
情
報
を
活
用
し
、

タ
イ
ム
リ
ー
な
公
開

　
社
会
教
育
の
根
幹
を
な
す
須
恵
町
社

会
教
育
基
本
計
画
で
は
、
各
分
野
に
重

点
目
標
を
掲
げ
、
町
の
特
性
に
応
じ
た

社
会
教
育
の
推
進
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
内
容
に
つ
い
て
各
担
当
か
ら
説

明
を
受
け
、
充
実
し
た
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
各
担
当
の
主
な
業
務・
施

策
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
や
体

育
協
会
の
活
動
支
援
、
各
種
体
育
行
事

の
推
進
、
社
会
体
育
施
設
の
管
理
運
営

　
　
　  

公
民
館
事
業
の
推
進
、
町
内

20
分
館
と
の
連
携
と
協
議

　
　
　  

子
ど
も
会
育
成
会
連
絡
協
議

会
や
青
少
年
指
導
員
会
等
の
活
動
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

基
本
的
人
権

が
尊
重
さ
れ
る
社
会
づ
く
り
の
た
め
、

人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る
人
権
教
育・

啓
発
の
推
進

　
　
　  

文
化
財
の
保
護・活
用
、
歴
史

民
俗
資
料
館
・
久
我
記
念
館
の
管
理

運
営

　
　
　  

図
書
館
の
管
理
運
営
、
読
書

推
進
行
事
の
実
施

　
教
育
を
基
盤
に
す
え
た
ま
ち
づ
く
り

を
行
っ
て
い
る
須
恵
町
と
し
て
、
社
会

教
育
の
活
動
は
、
学
校
教
育
と
車
の
両

輪
を
な
し
て
い
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
充
実
し
た
活
動
が
で
き
る
よ
う

議
会
と
し
て
も
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

進
む
I
C
T
化

社
会
教
育
課
各
部
門
の
取
り
組
み

11
月
15
日（
火
）　
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
事
業
調
査

10
月
21
日（
金
）　
社
会
教
育
関
係
事
業
調
査

社
会
体
育

社
会
人
権・同
和
教
育

公
民
館

青
少
年

文
化
財

図
書
館
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